
 

 

令 和３年５月 

山 口 県 

 

山口県土木建築部が発注する建設工事において、工事着手日前に建設労働者等の確保を

可能とする余裕期間制度について、下記のとおり対象を拡大して試行しますのでお知らせしま

す。 

記 

１．試行開始 

令和３年５月１７日以降入札公告又は指名通知を行う工事から適用する。 

 

２．対象工事 【拡大】 

緊急性等の観点から支障が生じない工事の中から、発注者が選定した工事。 

（営繕系工事も含め、工種を限定しない） 

 

３．「余裕期間」の定義 

余裕期間は、契約締結日の翌日から、発注者が指定、又は、受注者が選択した工事着

手日の前日までの期間とし、６０日を超えない範囲内で設定する。 

なお、余裕期間中は、主任技術者、監理技術者、特例監理技術者若しくは監理技術者

補佐並びに現場代理人の配置を要しない。 

 

４．実施方法 

余裕期間の設定方式は、発注者が工事着手日を指定する「発注者指定方式」と、受注者

が工事着手期限日までの間で工事着手日を選択できる「任意着手方式」がある。 

なお、現場説明書に以下の条件を明示する。 

   (1)当該工事が「余裕期間制度」の試行対象工事であること。 

   (2)余裕期間の設定方式（「発注者指定方式」又は「任意着手方式」） 

   (3)「工事着手日」（発注者指定方式の場合）又は「工事着手期限日」（任意着手方式の場

合） 

  

５．その他 

   試行対象工事の完成後は、受注者アンケートにご協力をお願いします。 

 

 

※ 上記以外については、「山口県余裕期間制度試行要領」による。 

 

山口県技術管理課ホームページ 

（https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18000/2daysaweek/202004220001.html） 

余裕期間制度の対象拡大について 

～ お知らせ ～ 


